
こ のたびは、《 ベルブロッ ク 》 を お買い上げいただき あり がと う ございます。

本品は、 昇降時の墜落防止器具と し て、「 安全帯構造指針（ NIIS-TR-№35 ( 1999 ) ） 」

を基に製造し たも のです。

本品を 正し く 安全にお使いいただく ため、 ご使用前にこ の取扱説明書を 必ずお読みく

ださ い。 なお、 「 3 ． お使いいただく 前に」 およ び「 4 ． 安全にお使いいただく ため

に」 は、 事故を 未然に防ぐ ためにと ても 大切ですので、 よ く ご理解のう え、 ご使用く

ださ い。 また、 ご使用の際は、 「 6． 点検と 廃棄の基準」 にし たがっ て、 点検を 行っ て

く ださ い。 取扱説明書を紛失さ れた場合は弊社に請求し てく ださ い。

また、 より 安全なご使用のため、 労働安全衛生総合研究所技術指針「 安全帯使用指針」

（ NIIS-TR-No .37（ 2004）） の併読をお奨め致し ます。
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1． 用　 　 途

本品は、昇降時のリト ラ ク タ 式墜落防止器具です。

本品を 鉄塔など の構造物に取り 付け、フ ッ ク をフルハーネスに取り 付けた着脱式連結ベルト

のO環に接続、またはフルハーネスの背部D環や胴補助ベルト のD環に直接接続して使用し ま

す。その他の用途には使用し ないでく ださ い。

また、台付ロープおよび引寄せロープは弊社指定のも のをご使用く ださ い。

本品は、 使用可能質量*120k g 以下でご使用く ださ い。

*使用可能質量（ 体重+ 装備質量） ： 体重と 装備品全ての合計質量の最大値

身体を保持する作業には使用できません。

昇降時の墜落防止器具ですので、 作業時には柱上安全帯用ロープ（ 以下「 ワーク ポ

ジショ ニング用ロープ」 と いう ） を併用し てく ださ い。

フ ッ ク を 胴補助ベルト のD環に掛けて作業さ れる場合は、 ワーク ポジショ ニン グ用

ロープおよびラ ンヤード が必要です。

■ 製品の取扱いにおける図記号

製品の取扱いにおいて、 安全を確保する ための禁止行為を示し ます。

製品の取扱いにおいて、 安全を確保する ための注意喚起を示し ます。

製品の取扱いにおいて、 安全を 確保するために必ず行う べき 行為を 示し ます。

ベルブロッ ク の使用例

引寄せロープ

台付ロープ
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2． 構造および各部のなまえ

BB-35

・ BB-35-SN ・ BB-35 IC-SN・ BB-35 ・ BB-35 IC

カラビナ

ストラップ

Ｕシャックル

フック

Ｏ型Ｕシャックル

ベルブロック本体

121mm
73mm

ショックアブソーバ

後部

回転金具

テンショ ン

イ ンジケータ

※テン ショ ン イ ン ジケータ が付いている と 、 フ ッ ク に大き な荷重が加わっ たこ と が確認でき

ます。  

※オプショ ン と し て「 台付ロ ープ 」 を 用意し ています。 詳し く は巻末の 「 お客様相談窓口」

までお問い合わせく ださ い。

型　 　 式 質 量

BB-35-SN

BB-35

BB-35 IC-SN

BB-35 IC

ショックアブ

ソーバの有無

フック
( テンショ ンインジ

ケータ の有無）

ストラップ

幅 長さ

1.3k g

1 .5k g

1 .6k g

1 .4k g

18mm 3 .5m

無し
無し

有り

無し

有り

有り

引寄せロープ（ φ4mm）

付属品
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BB-60・ BB-80・ BB-100

カラビナ

Ｏ型Ｕシャックル

ベルブロック本体

ストラップ

Ｕシャックル

フック

A

B

・ BB-60
・ BB-80

・ BB-60-SN
・ BB-80-SN
・ BB-100-SN

※オプショ ンと し て「 台付ロープ」 を用意し ています。 詳し く は巻末の「 お客様相談窓口」

までお問い合わせく ださ い。

・ BB-60 IC-SN

ショック

アブソーバ

後部

回転金具

テンショ ン

インジケータ

型　 　 式 質 量

BB-60-SN

BB-60

BB-60 IC-SN

BB-80-SN

BB-80

BB-100-SN

ショックアブ

ソーバの有無

フック
( テンショ ンインジ

ケータ の有無）

ストラップ

幅 長さ

ケースサイズ

A B

1 .4 k g

1 .6 k g

1 .8 k g

2 .0 k g

2 .6 k g

1 .5 k g
18mm

162mm 68mm

182mm 68mm

206mm 82mm25mm

5 .7m

8 .0m

10 .0m

無し

無し

無し

有り

有り

無し 有り

無し

無し 無し

無し

無し

引寄せロープ（ φ4mm）

付属品
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引寄せロープ（ φ4mm）

付属品

台付ロープ
（ ナイロンロープφ14mm×1 .0m）

BB-150

型　 　 式 質 量

BB-150-SN

ショ ッ ク アブソ ーバの有無
スト ラ ッ プ

幅 長さ

4 .6k g25mm 15 .0m 無し

カ ラ ビナ

ベルブロック本体

フ ッ ク

ストラップ

Ｕ シャ ッ ク ル

85mm
222mm

付属品

購入後は取扱説明書を読んで、構成部品がそろっていること 、異常がないことを

ご確認く ださい。

構成部品に不足や異常があった場合は、巻末の「 お客様相談窓口」へご連絡く

ださい。
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3． お使いいただく 前に

スト ラ ッ プの芯糸が露出し ているも のや、 ロ ープに損傷やキン

ク のあるも のは強度低下し ているおそれがあり ます。

●スト ラ ッ プの取り 替えは、 必ずメ ーカ ーで行っ てく ださ い。

●ロ ープの捩れは速やかに取り 除き 、 極端に屈曲し ないよう に

収納し て、 キンク の発生を抑えてく ださ い。

フ ッ ク やベルブロ ッ ク 本体などに変形のある も のは、 本来の機能を 発揮でき ないばかり

か、 重大事故になるおそれがあり ます。

ショ ッ ク アブソ ーバが損傷し ていると 、 本来の機能を

発揮でき ないおそれがあり ます。

●ショ ッ ク アブソ ーバのカ バーは外さ ないでく ださ い。

ベルブ ロッ ク のフ ッ ク を指定以外の所に接続すると 、落下距離が大きく なり 、身体に損傷を

及ぼす危険性があり ます。

また、正常に墜落阻止できない危険性があり ます。

●フ ルハーネスを ご使用の場合は、 背部D環に取り 付けた着脱式連結ベルト のO環または背

部D環に直接接続してく ださ い。

●胴補助ベルト をご使用の場合は、 D環に直接接続し てく ださ い。

使用頻度、 使用環境や保管方法によ っ て異なり ますが、 ご購入後、 2 年経過ごと に弊社の

点検を受けてく ださ い。 詳し く は「 7． 交換のめやす（ 耐用期間） 」 をご参照く ださ い。

ショ ッ ク アブソ ーバに損傷のある も のは使用し ないでく ださ い

変形のあるも のは使用し ないでく ださ い

スト ラ ッ プ・ ロ ープに損傷やキン ク のある も のは使用し ないでく ださ い

ベルブロックのフックは指定の接続先に接続してく ださい

耐用期間をご確認く ださ い

カ バーの破れ
ベルト のキズ

素線切れ
（ 7ヤーン以上）

キンク

芯糸の露出
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外見上の変形がなく ても 、 一度でも 大き な荷重が加わっ たも のは、 内部に亀裂や変形が生じ

ているおそれがあり ます。 強度低下が見ら れたり 、 作動不良を起こ すおそれがあり ます。

●一度でも 大き な荷重が加わっ たも のは、 墜落制止用器具を含むベルブロッ ク 全体を廃棄

し てく ださ い。

【 テンショ ンイ ンジケータ 付き の場合】

●フ ッ ク の後部回転金具の所に隙間ができ 、 赤色の部分が見え

ているも のは大き な荷重が加わっ たこ と を示し ていますので、

使用し ないでく ださ い。

本品は、 昇降時の墜落防止器具ですので、 資材を つり 上げる

用具に代用するなど、 他の用途で使用し ないでく ださ い。
ベルブロ ッ ク

一度でも 大き な荷重が加わっ たも のは使用し ないでく ださ い

他の用途には使用し ないでく ださ い

分解や部品の取り 外し 、 他の部品の組み込みなどの改造を する こ と は本来の機能を 損なう

ばかり か、 ばねが飛び出し て、 身体に損傷を 及ぼすおそれがあり ます。

また、 分解・ 改造さ れた製品の性能は保証でき ません。

●ロ ープの編み直し （ さ つま編み加工） などはし ないでく ださ い。

●ショ ッ ク アブソ ーバは絶対に外さ ないでく ださ い。

分解・ 組立または改造し ないでく ださ い

赤色
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フック やベルブロック 本体が水に濡れて凍結すると 、フック の安全装置や外れ止め装置およびベ

ルブロックのロック機能が作動し ないおそれがあります。

とく に、ショックアブソーバが水に濡れて凍結すると 、作動せず墜落阻止時の衝撃荷重が大きく な

り 、身体に損傷を及ぼすおそれがあります。

スト ラ ッ プ などが雨などに濡れて水分を 含むと 電気が流れやすく なり 、 電線など に触れる

と 感電するおそれがあり ます。 また、 電気ショ ート によっ て溶融するおそれがあり ます。

本品を下記のよう な特殊な環境下で使用さ れますと 、 性能・ 機能が十分確保さ れない状況が

発生するこ と が考えら れます。

（ 1） 金属類に錆びの発生し やすい海上や海岸地域

（ 2） 摺動部の作動に悪影響を及ぼす可能性がある土砂などの付着し やすい現場

（ 3） 繊維類の劣化が考えら れる高温域の現場

（ 4） 酸やアルカ リ の付着が考えら れる現場

（ 5） その他、 金属・ 繊維類に悪影響を及ぼす特殊な環境下

凍結時は使用し ないでく ださ い

雨の日は感電にご注意く ださ い

特殊な環境下でご使用になる 場合は、 巻末の「 お客様相談窓口」 にお問い合わせく ださ い

使用前（ 作業前） には、 「 6． 点検と 廃棄の基準」 に従っ て点検を行っ てく ださ い。

処置を必要と する場合は、 適正な処置を行っ てから ご使用く ださ い

使用前（ 作業前） には必ず始業点検を行っ てく ださ い
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4． 安全にお使いいただく ために

本取扱説明書では、 危害発生の頻度と 程度を「 危険」 「 警告」 「 注意」 で示し ています。

■ 製品の取扱いにおける警告表示

危険 取扱いを 誤る と 、 死亡、 または重傷を 負う 可能性が非常に高く なり ます。

構造物が弱い場合、 墜落時の衝撃に よ り 構造物が破損

し 、 墜落阻止でき ない危険性があり ます。

●ベルブロッ ク は、 墜落阻止時の衝撃荷重に十分耐え得

る構造物に取り 付けてく ださ い。

電線（ 活線） などに触れる可能性のある場所では、 感電する危険性があり ます。

電線などに触れる 場所で使用し ないでく ださ い

ベルブロ ッ ク は堅固な構造物に取り 付けてく ださ い
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危険 取扱いを 誤る と 、 死亡、 または重傷を 負う 可能性が非常に高く なり ます。

鋭利な部分（ ガス溶断のまま、 ばり 、 アン グル（ L65以下） など

の鋭いエッ ジ） に、 台付けロープの取付部やスト ラ ッ プが接触す

ると 、 ロープやスト ラ ッ プが損傷し 、 墜落阻止でき ない危険性が

あり ます。

●台付部が移動し ないよう に確実に取り 付けてく ださ い。

取付点を 決める 前に安全を 妨げる も のがないかよ く 調べてく ださ い

鋭いエッ ジがある 場合はパッ ド などで養生し てから ご使用く ださ い

スト ラ ッ プが障害物に接触し た状態で使用すると 、

スト ラ ッ プが引っ 掛かり 、 ロッ ク 機能が正常に作動

せず、 重大事故につながる危険性があり ます。

地面近く では昇降にご注意く ださ い

墜落阻止時の落下距離は、 「 スト ラ ッ プの繰り 出し 量+

ショ ッ ク アブ ソ ーバの延尺」 が加算さ れますので、 地

面近く では地面に衝突する危険性があり ます。

・ スト ッ プの繰り 出し 量： 100～800mm程度

・ ショ ッ ク アブソ ーバの延尺： 50～800mm程度
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昇降前にスト ラ ッ プを素早く 引き 出し 、 ロ ッ ク する

こ と を必ず確認し てく ださ い。

●ロ ッ ク 機能確認時は、 ショ ッ ク アブソ ーバおよび

　 フ ッ ク を握っ て引っ 張ら ないでく ださ い。

ロ ッ ク 機能を 確認し てく ださ い

ベルブロックをフック 接続部より 低い構造物に

取り 付けた場合、落下時に落下距離が長く な

り 、衝撃荷重が大きく なるため、身体に損傷を

及ぼすおそれがあります。

ベルブロ ッ ク はフ ッ ク を接続する 部分より 高い位置に取り 付けてく ださ い

スト ラ ッ プにたる みが生じ たままでは使用し ないでく ださ い

警告 取扱いを誤ると 、 死亡、 または重傷を負う 可能性があり ます。

スト ラ ッ プがたる んだ状態で落下する と 、 落下距離が長く なり 、 衝撃荷重が大き く なる た

め、 身体に損傷を 及ぼすおそれがあり ます。 また、 スト ラ ッ プがたる んでいる と 、 身体に

絡んで危険な状態が発生し ます。

●スト ラ ッ プがたるんだ場合は、 スト ラ ッ プを少し

　 引き 出し 、 ゆっ く り と 手を放せば、 たるみを取り

　 除けます。
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移動中や作業中にスト ラ ッ プや着脱式連結ベルト が絡まっ て、

バラ ンスを崩し 、 思わぬ事故につながるおそれがあり ます。

また、 ロ ッ ク 機能が作動せず、 墜落阻止でき ないおそれがあ

り ます。

移動中または作業中にスト ラ ッ プや着脱式連結ベルト をわき (腋)・ また(股)・ 足の下に通さ ないでく ださ い

ベルブロック 全体が海水・ 泥水・ 油などに浸った場合、ロック 機能を失う おそれがありますので、

弊社の点検を受けるまでは使用し ないでく ださい。

●ストラップが水・泥・ 油などに触れた時は、すぐにウエスなどで拭き取ってく ださい。

水・ 泥・ 油などを 避けてご使用く ださ い

他の作業者のスト ラ ッ プと 交差する と 、 落下時にスト ラ ッ プ が切損し たり 、 友引き 現象を

起こ すおそれがあり ます。

ベルブロ ッ ク は他の作業者の邪魔になら ない所に取り 付けてく ださ い

警告 取扱いを誤ると 、 死亡、 または重傷を負う 可能性があり ます。

油水 泥
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取付点よ り 高い位置から 落下し た場合、 墜落時に落下距離

が長く なり 、 衝撃荷重が大き く なっ て、 身体に損傷を 及ぼ

すおそれがあり ます。

ベルブロ ッ ク の取付点よ り 下で作業を し てく ださ い

範囲を 超えての作業中に落下し た場合、 振り 子現象によ り 、

構造物に衝突するおそれがあり ます。

●３ ０ °は移動距離が引き 出し 長さ の半分と なっ た時をめや

　 すと し てく ださ い。

作業はベルブロ ッ ク の取付点から 30°の範囲で行っ てく ださ い

警告 取扱いを誤ると 、 死亡、 または重傷を負う 可能性があり ます。

傾斜面では使用し ないでく ださ い

ベルブロ ッ ク は傾斜面（ 滑り 降り る 場所） での作業には適し ません。 傾斜面では落下速度

が遅く 、 ロッ ク 機能が働かないおそれがあり ます。
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高温部に近づけないでく ださ い

スト ラ ッ プ など の合成繊維部品は、 熱によ っ て溶融し て強

度が低下し 、 十分な強度が得ら れないおそれがあり ます。

充電部に直接触れるおそれのある場所では、 ベルブロッ ク が濡れた状態で使用し ないでく ださ い

感電の原因と なるおそれがあり ます。

酸（ バッ テリ ー液など） ・ アルカ リ を 付着さ せないでく ださ い

スト ラ ッ プなどの合成繊維部品は、 酸・ アルカ リ で溶解し て強度が低下し 、 十分な強度が

得ら れないおそれがあり ます。

●塗料などの汚れを取る場合には、 強度低下をまねく 溶剤は使用し ないでく ださ い。

●薬品が付着し たスト ラ ッ プ・ ショ ッ ク アブソ ーバ・ ロープは必ず取り 替えてく ださ い。

警告 取扱いを誤ると 、 死亡、 または重傷を 負う 可能性があり ます。

過度の荷重を加えないでく ださ い

【 テンショ ン イ ン ジケータ 付き の場合】

過度の荷重によ っ て、 テン ショ ン イ ン ジケータ が作動する

おそれがあり ます。

ハン ダゴテ
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台付ロープはさ つま編込部に屈曲と し ごき が加わら ないよう にし てく ださ い

さ つま編込部・ さ つま編込部際に過度の屈曲と し ごき が繰り 返さ

れると 、 型崩れや緩みが生じ 抜けるおそれがあり ます。

フ ッ ク は正し く 掛けてく ださ い

誤っ た掛け方をする と 、 フ ッ ク 本体が変形し て外れ、 墜落するおそれがあり ます。

また、 ロ ープなどがねじ れた状態でフ ッ ク の外れ止め装置に絡むと 、 外れ止め装置が変形・

破断し て外れるこ と があり ます。

また、 O環または背部D環に接続さ れたフ ッ ク のどち ら かが、 挟まれる などし て固定さ れた

状態でこ じ ら れると 、 フ ッ ク が開口するおそれがあり ます。

●フ ッ ク の外れ止め装置や安全装置、 O環や背部D 環がねじ ら れたり 部材で 押さ れたり し

て、 使用中にフ ッ ク がO環や背部D環から 外れないよう にご使用く ださ い。

●フ ッ ク は、 墜落阻止時に折れ曲がっ たり 、 外れ止め装置および安全装置に荷重が加わら な

いよ う に、 フ ッ ク の主軸の方向と 、 墜落阻止時にかかる 力の方向が一致する よ う に取り 付

けてご使用く ださ い。

●台付ロ ープの回し 掛けは鋭角部を 避け、 フ ッ ク に横方向の曲げ荷重が加わら ないよ う に、

また、 さ つま編込部が屈曲し ないよう に掛けてく ださ い。

●フ ッ ク が正し く 掛かっ ているか（ 外れ止め装置の閉じ ・ 安全装置が構造物と の接触で押さ

れていないかなど） 目視で確認し たう えで、 引っ 張っ て外れないこ と や、 確実に連結さ れ

ているこ と を確認し てく ださ い。

●外れ止め装置と 安全装置を正し く 握っ て、 掛け外し をし てく ださ い。

●フ ッ ク を掛ける 時、 外れ止め装置を打ちつけないでく ださ い。

●コ ネク タ （ フ ッ ク ・ カ ラ ビナ） 同士を連結し ないでく ださ い。

警告 取扱いを誤ると 、 死亡、 または重傷を 負う 可能性があり ます。

さ つま編込部
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移動速度は、 縦・ 横・ 斜め方向と も 1 .5ｍ/秒以内と し てく ださ い

移動速度が速いと ロ ッ ク 機能が働き 、 身体のバラ ン スを 崩す場

合があり ます。

●開口部の飛び越えなどはし ないでく ださ い。

スト ラ ッ プの引出し はマーキン グの位置までと し てく ださ い

マーキン グ以上に引き 出すと 、 スト ラ ッ プが巻き 取り にく く なり 、

故障の原因になり ます。

引出し たスト ラ ッ プはゆっ く り と 巻き 取っ てく ださ い

勢いよ く 巻き 取っ たり 、 ベルブ ロ ッ ク を 横にし て巻き 取っ たり

する と 、 スト ラ ッ プ が乱巻き になり 、 巻取り ・ 引き 出し ができ

なく なる場合があり ます。

●引寄せロープを使用し てゆっ く り と 巻き 取っ て下さ い。

注意 取扱いを誤る と 、 軽傷を 負っ たり 、 物的損害が発生する 可能性があり ます。

マーキングでストップ！

ゆっく り収納
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屋外に放置し ないでく ださ い

丁寧に扱っ てく ださ い

異物が付着し たり 、 フ ッ ク などの組立部品の内部に混入し たり すると 、 ばねなどの部品が

破損や変形し 、 作動不良を起こ す場合があり ます。

また、 スト ラ ッ プなどの合成繊維部品が摩耗し て強度が低下し ます。

●本品を引き ずら ないでく ださ い。

●スト ラ ッ プに結び目を作ら ないでく ださ い。 強度が低下し ます。

●放り 投げたり 、 物品の下積みにし たり し ないでく ださ い。

●スト ラ ッ プは、 高強力繊維入り ですが、 摩擦による損傷、 刃物や鋼材などに接触し た場

合、 切断し やすいので使用にあたっ ては十分に注意し てく ださ い。

スト ラ ッ プに付着し た異物（ 泥やセメ ン ト など） は取り 除いてく ださ い

ロッ ク 機能が作動し ないなどの故障の原因になり ます。

●異物（ 泥やセメ ント ） が付着し た場合は、 拭き 取っ てく だ

さ い。

ベルブロッ ク は全天候型で設計し ていませんので、 屋外に放置さ れますと 、 金属部分が

錆びる可能性があり ます。 また、 スト ラ ッ プなどの合成繊維部品は紫外線によっ て強度

が低下するおそれがあり ます。

●使用後は、 スト ラ ッ プを巻き 取っ て保管し てく ださ い。

注意 取扱いを 誤る と 、 軽傷を 負っ たり 、 物的損害が発生する可能性があり ます。

ストラップ

異　 物

（ 泥やセメント ）
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体重を預けて作業を し ないでく ださ い

ショ ッ ク アブソ ーバにビ ニールテープなどを 巻き 付けて補修し ないでく ださ い

注意 取扱いを 誤る と 、 軽傷を 負っ たり 、 物的損害が発生する 可能性があり ます。

本品は昇降時の墜落防止用器具です。 体重を 預けると 強度が低下し たり 、 バラ ンスを 崩し て

落下する場合があり ます。

また、 ショ ッ ク アブソ ーバに収納さ れたベルト がカ バーから 抜け出し て損傷する場合があり

ます。

●体重を預ける作業には、 ワーク ポジショ ニング用ロープを併用し てく ださ い。

ショ ッ ク アブソ ーバが作動せず衝撃荷重が大き く なっ て

身体に損傷を及ぼす場合があり ます。

ビニールテープなど

ショ ッ ク アブソ ーバ
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5． 使　 い　 方

（ 1 ） ベルブ ロ ッ ク のフ ッ ク の回転後部に引寄せ

ロープを取り 付けます。

引寄せロープとは、ベルブロックを使用する

時、ベルブロック のフックを引き寄せるため

のも のです。

（ 2） ベルブロッ ク を構造物に取り 付けます。

作業員が昇降する 位置よ り も 高い位置

の堅固な構造物にカ ラ ビ ナや専用の台

付ロープで取り 付けてく ださ い。

（ 3） ベルブロッ ク のフ ッ ク を着脱式連結ベルト

のO環またはフ ルハーネスの背部D環や胴

補助ベルト のD環に接続し ます。

※使用時には面フ ァ スナーを外し てく ださ い。

① 墜落制止用器具への接続方法

〔 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 〕

着脱式連結ベルト のO環に接続

背部D環に直接接続

胴補助ベルト のD環に接続
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ロッ ク 機能を 確認するため、昇降前にス

ト ラップを 素早く 引き出し 、ロッ ク するこ

と を 確認してく ださ い。こ の時「 カ チッ」

と 音がし 、スト ラップの繰り 出し がロッ ク

さ れると 正常に機能しています。

（ 4） 取付完了

　 　 梯子またはステップボルト などを昇降します。

② フ ッ ク の操作方法

先ず安全装置、 その後外れ止め装置を連続し て

握ると 開口し ます。

安
全
装
置

外
れ
止
め
装
置

テンショ ンイ ンジケータ の作動状態の確認方法

正常な状態（ 一般的な

後部回転金具です）

回転部の隙間は1 .0 ㎜

以内です。

大き な 負荷（ 3 . 0 k N 以

上）が加わり 作動し た状

態です。

環の間に5 ㎜程度の隙

間が出来、赤色の主軸が

見えます。

インジケータ の取り 替え

（ 廃棄）とベルブロック の

点検が必要です。

1
.0

m
m

5
.0

m
m

赤色
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●一度でも大きな荷重が加わったものは使用せず、廃棄してく ださい。

●本品は消耗品であり､使用し ているう ちに摩耗などによって性能が低下します。従って、点検において

　 １ 項目でも処置基準に該当するものは､機能不良や強度不足になりますので弊社にて部品の修理を

　 行ってく ださい。

●使用経験の少ない作業者は､管理者または経験者と共に使用前後の点検を行ってく ださい。

●責任者を定めるなどの方法で確実に点検を行い、その内容を管理台帳に記録し てく ださい。

始 業 点 検： 使用する作業者が作業前に毎回行っ てく ださ い。

　 　 　 　 　 　 点検後、 地上で本品を装着し 、 異常がないこ と を確認し てく ださ い。

定 期 点 検： 使用する作業者も し く は管理者･責任者が１ カ 月ごと に行っ てく ださ い。

異常時点検： 作業中、 本品に異常を感じ たら 直ちに作業を中止し 、 再点検を行っ てく ださ い。

6． 点検と 廃棄の基準

ベルブロッ ク

本体

ロッ ク 機能が正し く 働かないも の。 ◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

本体に3mm以上の割れがあるも の。

スト ラ ッ プの巻き 込み・ 引き 出し が困難なも の。

本体に1mm以上のへこ みがある も の。

本体が全体に変形し ているも の。

ボルト が緩んでいるも の。

（ ボルト を締め付けてく ださ い。 ）

ボルト ・ ナッ ト が脱落し ているも の。

点 検 項 目 （ 処 置 を 必 要 と す る 状 態 ）点 検 箇 所 定期点検始業点検

カ ラ ビナ

安全環（ ナッ ト ） のねじ に損傷などの異常がある

も の。

安全環の作動が不良なも のや変形し ているも の。

開閉桿

指定のカ ラ ビナ以
外は使用し ないで
く ださ い

ピン安全環

開閉桿の動きが悪いも の。

ピンが緩んでいるも の。

カラビナをお送

り し ますので 、

ユー ザーで 取

替てく ださい。

摩滅・ 変形があるも の。

深さ 1mm以上の傷があるも の。

全体に錆または著し い腐食が発生し ているも の。

傷

◎： 最重要点検項目      ○： 重要点検項目

安全環
ピン開閉桿
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◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

深さ 1m以上の傷があるも の。

スト ラップ

ショ ッ ク

アブソーバ

全体的に摩耗・ 毛羽立ち・ 著し い汚れがあるも の。

（ 素手で確認）
◎

耳または幅の中で1㎜以上の損傷・ 焼損・ 擦り切れなど

によって、芯糸(ベージュ)が露出し ているも の。
◎

薬品が付着し たも の。

薬品によっ て変色・ 溶解箇所があるも の。
◎

塗料が著し く 付着し て硬化し ているも の。 ◎

全体に波打ち状になっ ているも のや一部が変形し て

いるも の。
◎

摩耗防止ベルト が破れているも の。 ◎

縫製部保護チューブが破損、または脱落しているもの。

縫製部に緩みがあるも のや縫糸が1個所以上切断し

ているもの。

◎

◎

1mm

縫製部保護チュ ーブ

摩耗防止ベルト

O型Uシャックル

・

Uシャックル

点 検 項 目 （ 処 置 を 必 要 と す る 状 態 ）点 検 箇 所 定期点検始業点検

摩滅

曲がり

リ ベッ ト 頭部
摩滅1 /2 以上

ネームタ グに記載の内容が確認でき ないも の。

縫製部に緩みやほつれがあるも のや、 縫糸が1個所

以上切断し ているも の。

薬品が付着し たも の。

薬品によっ て変色・ 溶解箇所があるも の。

塗料などが著し く 付着し て、 硬化し ているも の。

◎

◎

◎

◎

◎

◎

○

○

○

○

○

○

○

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎◎

◎

◎

◎

○

カ バーが破れて中のベルト が露出し ているも の。

 (テープなどを巻き 付けないでく ださ い）

荷重を受け作動し たも の。

両端のベルト が著し く 摩耗し ている も のや傷が

あるも の。カ バー

破　 れ

切　 断

ネームタ グ

新品と 比較し て、 変形し ているも の。

リ ベッ ト かし め部にガタ があるも の。

リ ベッ ト の頭部が1/2以上摩滅し て

いるも の。

ボルト が緩んでいるも の。

ナッ ト が脱落し ているも の。

全体に錆または著し い腐食が発生し ているも の。

傷
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さ つま編みが緩んでいるも のや抜けているも の。

（ 3回未満になっ ているも の）

薬品が付着し たも の。

薬品によっ て変色・ 溶解箇所があるも の。

塗料などが著し く 付着し て、 硬化し ているも の。

1リ ード

7 ヤーン 以上（ 1 リ ード 内） の切傷・ 焼損・ 溶融

箇所があるも の。

シンブル

シンブルが変形し たり 脱落し ているも の。

キン ク または７ ヤーン 以上の異常な飛び出し や

型崩れがあるも の。

摩耗し て、 棒状になっ たも の。

スト ラ ン ド

ヤーン

台付ロープ

さ つま 編込部に屈曲･し ご き 荷
重が加わっ た場合の抜け現象

型崩れが進みスト ラ ンド に乱れが生じ 、 端末部の

余長が引き込まれているも の。

（ 余長が２ cm以下になっ ているも の）

変形によっ て安全装置が作動し にく いも の。

外周に深さ １ mm以上の傷や摩滅があるも の。

○

全体に錆または著し い腐食が発生し ているも の。

ロープ連結環と 本体の回転部の隙間が1.0mm以上ある

もの。または赤色のサインがでているも の。

【 テンショ ンイ ンジケータ 付き の場合】

リ ベッ ト かし め部にガタ があるも の。

ばねが変形または折損・ 脱落し て外れ止め装置が

完全に開閉し ないも の。

ナッ ト の遊びが大き いも の。

外れ止め装置

安全装置 本体

変形によ っ て外れ止め装置が完全に開閉し ないも の。

完全に閉じ
ないも の

完全に開か
ないも の

リ ベッ ト の頭部が1/2以上摩滅し て

いるも の。

摩滅

曲がり

リ ベッ ト 頭部
摩滅1/2以上

◎

◎

◎

○ ◎

○ ◎

○ ◎

○ ◎

◎

◎

◎

◎

◎◎

◎◎

◎◎

◎◎

◎◎

◎◎

◎◎

◎◎

◎◎

フッ ク

点 検 項 目 （ 処 置 を 必 要 と す る 状 態 ）点 検 箇 所 定期点検始業点検

リベット キズ

キズ

外れ止め装置

0 .8mm

リベット

キズ
ロープ
連結環

安全装置 本体
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7． 交換のめやす（ 耐用期間）

使用頻度、使用環境や保管方法などによって異なりますが、使用開始年月から最長10年です。

ご購入後、2年経過ごとに藤井電工(株)の定期点検を受けてく ださい。

ただし 、スト ラップなどの合成繊維部品は使用頻度や使用環境などが性能劣化に大きく 影響し

ます。

耐用期間内であっても「 6．点検と廃棄の基準」にし たがって点検を必ず実施し 、処置基準に該当

するも のは使用し ないで、修理し てからご使用く ださい。また、一度でも 大きな荷重が加わったも

のは使用せず、廃棄し てく ださい。

●責任者を定めるなどの方法で確実に交換を行い、その内容を管理台帳に記録し てく ださい。

＊

スト ラ ッ プ は屈曲や紫外線によ っ て劣化し ます。 そのため使用頻度が高いと 思わ

れる 場合（ ほぼ毎日4～5時間以上本品を 使用する こ と によ り 、 スト ラ ッ プの引き

出し 、 巻き 取り が繰り 返さ れる 場合） は、 外観に異常がなく ても 強度低下が起き

ている場合があり ます。 こ のよう な使用頻度が高い場合は1年毎にメ ーカ ーの点検

を 受けて頂く こ と を お勧めし ま す。 な お、 使用頻度について 分かり にく い場合

は、 弊社のお客様相談窓口までお問い合わせく ださ い。
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8． 保管・ 手入れのし かた

（ 1） 次のよう な場所で保管し てく ださ い。

ア） 直射日光に当たら ない所。 　 　 　 　 　 　 オ） 塵埃の少ない所。 　 　 　 　 　 　

イ ） 風通し がよく 、 湿気の少ない所。 　 　 　 カ ） ねずみなど小動物が入ら ない所。

ウ） 火気・ 放熱体などが近く にない所。 　 　 キ） その他、 機能・ 強度に悪影響を

エ） 腐食性物質と 同室でない所。 　 　 　 　 　 　 　 及ぼさ ない所。

（ 2） 高温（ 50℃以上） と なる場所に長時間保管し ないでく ださ い。

（ 3） 物品の下積みなどによっ て傷や変形が起こ ら ないよう にし てく ださ い。

（ 4） 使用後は次のよ う に手入れを 行っ てく ださ い。 また、 使用し ていない期間が続いても

　 　 　 定期的に手入れを行っ てく ださ い。

ア） フ ッ ク などの金具部品が水などに濡れた場合は、 よく 拭き 取っ てく ださ い。

　 　 付着し た泥・砂・埃などは取り 除いてく ださ い。可動部には時々注油し てく ださ い。

イ ） スト ラ ッ プ など の合成繊維部品が汚れている 場合は、 水を 含ませた布など で軽く

　 　 叩いて汚れを 布に移し てく ださ い。 その後、 直射日光の当たら ない風通し のよ い

　 　 所で自然乾燥さ せてく ださ い。

（ 5） 責任者を 定める など の方法で確実に保管・ 手入れを 行い、 その内容を 管理台帳に記録

　 　   し てく ださ い。
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弊社総合試験所において、 「 安全帯構造指針」 およ び「 社内規格」 に示さ れた方法で試験を

行い、 下記の規格値を 満たし ています。 （ 新品時）

本品は主要部に合成繊維を 用いていますので、 使用によ る 摩耗・ 紫外線劣化・ その他の要因

によ っ て経年と 共に強度が低下し ます。 「 6 . 点検と 廃棄の基準」 の項目を 参照し て、 十分

に点検を行っ てく ださ い。

9． 性　 　 　 　 能

9 .1　 落下時の衝撃吸収性など

試 験 条 件 試　 験　 方　 法 「 安全帯構造指針」 値

砂のう ： 85k g

スト ラ ッ プの繰り 出し 量

： 600mm

600mm

砂のう
（ 300mm）

ベルブロッ ク 最大衝撃荷重： 8 .0k N以下

落下距離： 2 .0m以下
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9 .2　 引張強度（ 静荷重）

部　 品　 名

カ ラ ビナ

ベルブロッ ク

本体
破断荷重： 11． 5k N以上

破断荷重： 11． 5k N以上

破断荷重： 15． 0k N以上

破断荷重： 11． 5k N以上

試　 験　 方　 法 「 社内規格」 値

破断荷重： 27． 5k N以上

スト ラ ッ プ

Uシャ ッ ク ル

ロープ

ショ ッ ク アブソ ーバ

フ ッ ク

・ 1 .5k Nの荷重を2分間加えて

　 作動し ないこ と 。

・ 15 .0 k Nの荷重を加えて破断

　 し ないこ と 。

破断荷重： 11． 5k N以上



10． お客様相談窓口

こ の取扱説明書の内容やその他製品に関するご質問がございまし たら 、 お買い上げの販売

店、 または下記のご相談窓口にお問い合わせく ださ い。

藤井電工株式会社
 TEL（ 0795）48-3851　 FAX（ 0795）48-3409

TEL（ 022）256-7001　 FAX（ 022）295-7423

TEL（ 03）5821-2241　 FAX（ 03）5821-2170

TEL（ 052）211-7781　 FAX（ 052）211-7782

TEL（ 06）6882-3355　 FAX（ 06）6242-2170

TEL（ 092）413-6110　 FAX（ 092）413-6120

URL＝https://w w w .fu jii-denk o .co .jp/

本　 　 社　 営 業 部　 〒679-0295  兵庫県加東市上滝野1573番地2 

東北地区　 仙 台 営 業 所　 〒983-0842  仙台市宮城野区五輪2丁目9番5号 五輪ビル

関東地区　 東 京 支 社　 〒103-0004  東京都中央区東日本橋1丁目7番2号 長坂ビル

中部地区　 名古屋営業所 〒460-0008  名古屋市中区栄1丁目29番19 号 ヤスイ ビ ル

関西地区　 大 阪 営 業 所　 〒530-0041  大阪市北区天神橋1丁目8番13号 林ボタ ンビル

九州地区　 福 岡 営 業 所　 〒812-0013  福岡市博多区博多駅東2丁目8番27号 博多駅東パネスビル

　 北海道・ 北陸・ 中国・ 四国・ 沖縄地区については、 本社営業部のご相談窓口にお問い合わせく ださ い。

201130H

屋外試験鉄塔群 屋内試験鉄塔

社(やし ろ )工場

最新設備を 備え た 藤井電工総合試験所

ISO 9001/ISO 14001 登録認証範囲：

墜落制止用器具、 ワーク ポジ シ ョ

ニング用器具、墜落防止装置、配電・

送電・ 通信線工事用機材の設計・

開発、 製造及び販売


